
新型コロナウィルスが猛威を振るっており、島根県でも毎日のように感染が確認されています。

　1．地区班会議の開催について

　次の日程で地区班会議を開催しますので、出席していただきますようよろしくお願いします。

除草 剪定 屋外清掃 襖・障子 屋内清掃

R元.12月 3,326 5,291 2,903 2,814 2,260
R2.1月 1,012 1,602 1,944 934 1,737
2月 577 1,615 1,814 964 1,734
3月 3,785 3,030 3,632 1,544 2,009
4月 5,588 1,581 2,706 1,282 1,692
5月 8,713 5,956 3,051 1,275 1,517
6月 10,594 11,018 4,242 3,431 1,713
7月 10,332 9,324 3,279 2,341 1,769
8月 12,481 5,432 3,243 2,372 1,623
9月 8,523 6,454 5,056 2,284 1,645
10月 11,146 11,097 2,736 4,301 1,756
11月 6,131 9,321 2,797 3,551 1,707
合計 82,208 71,721 37,403 27,093 21,162

　５．募集中のお仕事の紹介

　 募集中のお仕事の内容は、裏面に掲載しています。応募〆切は、１月２９日（金）です。

様の現象が起きており、豪雪が心配されます。通勤・就業に際して転倒事故には十分注意してください。

翌日死亡した。ヘルメットは着用していたが、左側に大きな石があり、ぶつかった際にとれてしまったと思

 会員のみなさんの知人、友人等へ渡していただき、会員拡大の取り組みにご協力ください。

  ４．主要な請負業務の実績
 R元年12月からR2年11月までの1年間の契約金額(売上)上位5位までの業種の状況をお知らせします。

　（単位：千円）

　３．しるばータイムス＠しまねの配付について

われる。⇒（原因）①ヘルメットは着用していたが、3ｍ以上の高さで作業しているにもかかわらず、墜落制

令和3年1月29日(金) 14:00～15：30

転倒事故でした。事故の被災者の年代を見ると50歳以上が7割を占めていました。この豪雪の要因としては、

南太平洋赤道海域の海面水温が平年より低くなる状況が1年程続くラ・ニーニャ現象と考えられ、今期も同

スが崩れてしまったこと。

に脚立を設置して作業を行ったこと。③チェーンソーで切った枝が脚立に跳ね返ってあたり、脚立のバラン

(島根労働局からの要請～冬季の積雪・凍結による転倒災害の防止について）

  平成29年12月から2月にかけての山陰地方の豪雪の際、休業4日以上の労働災害が多発し、このうち8割が

止用器具(安全帯)を未装着のまま作業を行ったこと。②脚立の左側に大きな石があり、不安定で危険な場所

　２．安全就業ニュース           (全シ協の安全ニュース～伐採作業中の重篤な事故事例(県外)男性)
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会場

斐川文化会館　第１講義室

平田文化館　小ホール

朱鷺会館　２階ホール

出雲市民会館　３０２研修室

斐川の全地区班

平田の全地区班

神門・長浜・神西・湖陵・田儀
岐久・塩冶・古志・南部・大社

今市・大津・高松・四絡
高浜・川跡・鳶巣

日時

令和3年1月21日(木) 14:00～15：30

令和3年1月25日(月) 14:00～15：30

基本的な感染防止対策（手洗い・うがいなど）を徹底し、健康管理には十分留意してください。

ね返ってあたり脚立のバランスが崩れてしまい、脚立の7段目付近から落下してしまった。救急搬送されたが、

　斎場の入口の桜(高さ3.8ｍ)の枝の伐採作業をしていたところ、チェーンソーで切った枝が10段の脚立に跳

地域

斐川

平田
出雲南部・西部

大社

出雲中央・北部

地区班名

令和3年1月28日(木) 14:00～15：30

　内容は、センターからの報告と意見交換などです。なお、開催にあたっては、コロナの感染防止

対策をとりますが、会員の皆さんも必ずマスクの着用をお願いします。
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